
浄瑠璃寺（木津川市）

ここが浄瑠璃寺/東の薬師如来を祀る三重塔、中央宝池、西の阿弥陀如来九体を安置する本堂（九体阿弥陀堂）から構成される



九体阿弥陀堂と三重塔は中央宝池を挟んで東西を結ぶ線上に配置されている



正面が九体阿弥陀堂/国宝/平安時代後期（1157年）の建立/一重の寄棟造り/本瓦葺き（建立当時は檜皮葺きだったらしい）/
向拝の前に立つ石灯籠は南北朝時代（1366年）造立の重要文化財



　中央には向拝が付けられているが、これは江戸時代の末期に加えられたものらしい





　　　　　　向拝の付く本堂正面



　　　　　　両端の2間を除く内側9間には観音開きの板戸が付けられており、さらにその内部には障子戸が嵌められている



　　左手端の間



　　側面から



　　　　内部中央に一体と、その左右に4体ずつ、計9体の阿弥陀如来像を祀る為に、桁行11間と極めて横長に造られている



　　　　　　柱に直接桁を載せる



　　　　　両端は簡素な舟肘木



　　　　　　　振り返ると浄土式庭園（特別名勝及び史跡）の対岸に薬師如来を祀る三重塔が見える



アップで見たところ/三重塔への階段手前に立つ石灯籠も南北朝時代造立の重要文化財/本堂前と対を成す



正面は宝池の中心に浮かぶ弁財天を祀る島/この島の先端には立石（左手）が配されていて、この立石は二基の石灯籠を結ぶ
その直線上に位置しているという



　　これが三重塔/国宝/平安後期の建立らしい 　　　　屋根は檜皮葺



初重周囲には高欄の無い縁が、二重、三重には縁高欄が巡らされている/中央間には板唐戸が、脇間には連子窓が設けられて
いる/組物は三手先で、軒は二軒繁垂木、軒桁を支える中備は、中央間のみ間斗束が置かれている



芯柱が二層から立てられているという（初重に柱が無いため、そのスペースを仏堂のように使えることになった）/このように初重内部
に柱を設けない構造の塔は、現存するものとしては浄瑠璃寺のものが最古らしい



　三重塔から見た九体阿弥陀堂（本堂）



　　　　　　　仏像はほとんどが藤原時代のもの
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